
週間国際経済2016（44） №83  12/07～12/13   金俊行（きむじゅねん） 

 

12/07・ソフトバンク「米で5.7兆円投資」孫社長、トランプ氏と会談 

    IT分野中心に新興企業に投資、雇用5万人創出を約束 

 

12/08・マネー、米集中が加速 トランプ相場1カ月で流入4兆円超 ＜１＞ 

    NY株今年2000ドル上昇 史上3番目の水準 3日連続最高値 

  ・中国外貨準備691億ドル減 11月末3兆516億ドル 5年8カ月ぶり水準＜２＞ 

    ピーク時4兆ドルに迫るも3兆ドル割れ目前 投機筋売り圧力高まる可能性 

  ・日本名目GDP基準切り替え 31兆円かさ上げ 研究開発費は「投資」 

  ・10月経常黒字22％増の1.7兆円 輸出9.4％減も輸入15.9％減 

 

12/09・所得税抜本改革先送り 与党税制大綱決定 働き方税制、半歩前進 

    配偶者控除150万円まで 

  ・欧州中銀（ECB)量的緩和を縮小 期限は来年12月まで延長 

    国債購入200億ユーロ減の毎月600億ユーロに 期限は9カ月延長 

  ・AI研究、米中２強 学会発表突出、共同研究も盛ん 日本の存在感薄く 

   

12/10・TPP国会承認 参院本会議で関連法も成立 発行は見通せず 

    TPP発行しなくても農業対策予算6575億円は執行（農水省方針） 

  ・原発国民負担は長期化 福島廃炉・賠償21.5兆円 想定の倍（経産相見積もり） 

    賠償費用の追加分は送電線の利用料に上乗せ 電気料金高止まりも 

  ・米シェール掘削大幅増 市況回復、1年5カ月ぶりの増加幅 ＜３＞ 

  ・朴大統領弾劾可決 韓国国会 賛成8割、職務停止 首相が権限代行 

  ・東アジア貿易 RCEP増す存在感 TPPよそに早期妥結機運 

 

12/11・北方領土、日米安保が火種 ロシア「適用外」を要求も日本は応じぬ方針 

  ・為替予約コスト急上昇 1年前の倍に 輸出企業の円安恩恵減殺 

 

12/12・原油15年ぶり協調減産 OPEC・非加盟国が合意 供給過剰解消に期待 ＜４＞  

  NY原油が急伸 一時54ドル半ば 1年5カ月ぶり高値 シェール対抗、砂上の合意 

  ・円、1カ月で15円下落 広がる日米金利差 米インフレ期待反映 ＜５＞ 

    1ドル＝115円台後半に 日経平均一時280円高 

  ・「一つの中国」縛られず トランプ氏、相手次第と言及 中国の反発必至 

 

12/13・日経平均1万9000円回復 終値1年ぶり 円下落、一時116円台 

  ・アサヒビール、東欧のビール事業を9000億円で買収 欧州に足場、海外展開急ぐ 

 ・中国個人消費、11月10.8％増 1～11月のネット販売は26.2％増      

 

 



 


